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 〔 方法ならびに成績 〕 
 10 週齢の Witar-Kyoto ラットを薬剤非投与群、L-NAME 群（（慢性一酸化窒素合成酵素阻害薬）飲水中 1 g/L 投
与）、カンデサルタンシレキセチル群（L-NAME＋カンデサルタンシレキセチル 0.1 mg/kg/day 投与）、ヒドララジン
群（L-NAME＋ヒドララジン飲水中120 mg/L投与）、の４群に割付け、８週間薬剤投与した。観察期間終了後、L-NAME
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酸化窒素慢性阻害により心房組織の線維化の増加が認められ、カンデサルタンシレキセチル投与により減少したがヒ
ドララジン投与では減少できなかった。定量 RT-PCR 法により、L-NAME 群では心房組織において TGF-beta 1 と















害薬）群（飲水中 1 g/L 投与）、カンデサルタン群（L-NAME＋カンデサルタン 0.1 mg/kg/day 投与）、ヒドララジ
ン群（L-NAME＋ヒドララジン飲水中 120 mg/L 投与）の４群に割付け薬剤投与した。L-NAME 群では薬剤非投与
群と比較し有意な収縮期血圧の上昇を認めた。カンデサルタン群とヒドララジン群は薬剤非投与群と体血圧は同等で
あった。NO 慢性阻害群では、心房組織の線維化と TGF-beta 1 の発現増加が認められた。いずれの指標もカンデサ
ルタン投与により抑制されたが、ヒドララジン投与では抑制されなかった。左心肥大と心機能低下が L-NAME 群で
認められ、いずれもカンデサルタン投与により抑制できたが、ヒドララジンでは抑制できなかった。LNAME 群では、
心房内膜における抗凝固作用を有するトロンボモジュリンの発現が減少したが、その発現はカンデサルタン・ヒドラ
ラジンのいずれによっても回復した。高血圧心において、ARB は心房の構造的リモデリングを抑制し、心房内膜トロ
ンボモジュリンの発現を回復した。 
 本研究内容は学位に値するものと認める。 
